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今回で本連載は最後となります。製作前の設計段階でコンピュータを応用したロボット開発にあたり、こ

れまでの連載で紹介してきたプロセスをまとめてみました。パッケージソフトウェアと向き合うことになる

ので個別の仕様はそれぞれでしょうが、基本的なコンセプトや扱い方は共通しています。理解を深めて、

CADや機構・構造解析ソフトウェアを独創性のあるロボットの開発に役立てていってください。
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3D処理の得意なグラフィックカードでし
ょう。
CPUは使用するアプリケーションの対

応状況によりますが、他の3Dアプリケー
ションと同様、動作の無難を優先すれば
Intel Pentium4、少しでもパフォーマンス
を期待するのならAMD Athlon系となるで
しょう。ワークステーションによってはプ
ロセッサを2個搭載したデュアルCPUモデ
ルも用意されています。アプリケーション
が対応していれば検討してみてもいいかと
は思いますが、必須ではありません。CAD
や機構・解析アプリケーションの場合はパ
フォーマンス向上よりも、システムの負荷
を減らし安定動作することに寄与するよう
です。またリアルタイムなレスポンスが要
求されるプロセスよりも、解析結果をムー
ビーにレンダリングするといった比較的時
間のかかる作業で真価を発揮するでしょ
う。
もちろんメモリはあるに越したことはあ

りません。CADや解析ソフトの場合、モ
デルの規模が大きく複雑になるほど効果が
上がるでしょうし、動作も安定するでしょ
う。これに比してHDDの容量はそれほど
問題になることはありません。
グラフィックカードは3D処理に強いも

のを選びます。最近のカードは基本的に
3D処理も念頭に置いて設計されています
が、一方でDVDなど高品位の動画再生の
性能に重点を置いた製品もありますので一
応確認しておきましょう。本体に組み込ん
である場合でも別途購入する場合でも、カ
ードに搭載しているチップセットの表示が
必ずあります。

nVIDIA、ATIといったメーカーの3Dグ
ラフィックスチップを採用しているものな
ら最新のものでなくても安心して使えると
思います。普及版のカードの3D機能は主
にゲームのためのものです。これでも大き
な問題はありませんが、ゲームに採用され
ているグラフィック機能はDirectX（の中
のDirect3D）で実現されており、チップ
やカードもこちらでの性能が発揮できるよ
うな設計になっています。一方CADやCG
等のクリエイティヴな分野ではOpenGLが
採用されます。こちらに強いチップやカー
ドを選択するのが高いパフォーマンスを得
る秘訣と言えます。例えばnVIDIA社では
ゲーム用にはGeForceシリーズ、クリエイ
ティヴ用途にはQuadroシリーズを推奨し
ています。グラフィックチップやカードは
世代交代がもっとも激しいコンポーネント
です。販売店に相談して決定するのがいい
でしょう。

OSは
Windows 2000が便利

日本語環境で機械設計用のエントリー
レベルのPCワークステーションとして考え
るなら、Windowsで利用するのが経済的
だと思われます。Macintoshでは日本語化
された機械設計、機構・構造解析用のソ
フトウェアを用意するのがなかなか大変で
す。UNIX向けのシステムは産業用として
は定評のあるものが多いのですが、教育部
門や個人、趣味で手軽に使える製品とな
ると限られてきます。またロボットの研究
開発の場合、データをプレゼンテーション

前々号までCADツールを使ってモデリ
ングを実践的に進めてきて、暫く間が空い
たもののようやっと連載の本題である「PC
ワークステーションを使った挙動のシミュ
レーション」に立ち返ってみるところにき
ていましたが、残念ながらここでスペース
が尽きてしまいました。
解析ツール本体でモデリングが済んでし
まうような単純な形状による解析は連載
の早い段階でさまざま試みてきました。形
状が複雑になり、CADツールからのデー
タのインポートを行う場合でも、その先の
手順は同様です。
今回は総まとめとして、CADや機構・
構造解析ソフトウェアを、特にロボットの
設計に応用する場合に考えるべき事柄に
ついておさらいしてみます。どんなアプリ
ケーションを利用する場合でも役に立って
くれるでしょう。

PCワークステーションは
バランスで選ぶ

現時点のPCワークステーションの性能
であれば、CADや機構・構造解析アプリ
ケーションを動作させるためのパフォーマ
ンスに不足はないと言えます。
これらの用途で利用するために特に大き
く関わってくるコンポーネントは、計算処
理全般のパフォーマンスを左右するCPU
と、リアルタイムの描画性能を決定する

PCワークステーション選び




